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・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R3年度
実績

R2年度
3,354

補助金交付実績
（単位：千円）

R元年度 R3年度
3,354 3,354

②

目標 目標 (R ) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R4年度 R5年度 終期目標

(R )
①

　（一財）岐阜県遺族会を支援することによって、戦没者遺族の福祉増進を図る。

補助率・補助単価等 定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）
（理由）

補助効果

終期の設定 終期　令和５年度
（理由） 平成３０年度に事業見直しを行い、５年後の令和５
年度を終期に設定

（事業目標）

（一財）岐阜県遺族会への助成により、遺族会の戦没者遺族に
対する支援につなげることができる。

補助事業の概要 （目的） 社会福祉の振興及び旧軍人等の援護

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名 恩給援護団体助成補助金
補助事業者（団体） （一財）岐阜県遺族会

（理由） 戦没者遺族に対する事業を実施する唯一の団体であ
るため。

（内容）
 （一財）岐阜県遺族会の運営費及び事業費の助成
　・戦没者遺族に対する各種相談業務
　・各種給付金等申請手続き指導
　・戦没者慰霊事業



令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

・事業が直面する課題や改善が必要な事項

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
　恩給援護団体は、会員の高齢化による会員数の減少により解散し、現在は、(一財)岐
阜県遺族会のみとなっているため、県の援護行政を推進する上で、唯一の団体である同
会との連携は不可欠である。
　また、(一財)岐阜県遺族会には戦没者遺族に対する各種相談業務、各種給付金申請手
続き指導、戦没者慰霊事業を実施していただいているが、これらの業務を縮小すること
は、戦没者遺族への支援の低下につながるため、財政支援の継続が必要。

（今後の課題）

　(一財)岐阜県遺族会による戦没者遺族に対する適切な事業の継続。

（次年度の方向性）

(評価) 　（一財）岐阜県遺族会は戦没者遺族に対する事業を実施する唯一の団体で
ある。

１

令和６年度当初予算にて追加

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　国家としての戦争によりなくなられた戦没者の遺族は高齢化が進み、適切
な福祉が必要である。

２

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価) 　（一財）岐阜県遺族会の活動を支援することにより、遺族会を通じて、戦
没者遺族の支援ができており、効果が得られている。

２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

（これまでの取組内容と成果）

　（一財）岐阜県遺族会により、戦没者遺族に係る各種相談事務、各種給付金等の
手続きの指導・支援、各種戦没者慰霊事業が実施され、遺族の福祉増進が図られて
いる。

　（一財）岐阜県遺族会により、戦没者遺族に係る各種相談事務、各種給付金等の
手続きの指導・支援、各種戦没者慰霊事業が実施され、遺族の福祉増進が図られて
いる。


